


さいごに

●調査結果の報告●
・同封の調査票に必要事項を記入して、事務局まで返信し てください。

・調査場所を同封の地図に印をつけて返信してください。 第一回目の調査時のみで
　結構です。
　※同封の地図に、調査地点が載っていない場合は、調査地点が載っている地図
　　（道路地図などのコピーでも OK）に印をつけて返送してください。

・調査地点ならびに調査状況の写真提供にご協力お願いい たします
　（公財）琵琶湖・淀川水質保全機構の出版物などに、ＷＡＱＵ２調査隊の活動を記
　載する為、写真の提供にご協力お願い致します。
　調査状況（パックテストで調査している状況など）が分かり、人物が特定出来な
　い写真。デジタルカメラでの撮影の場合は、電子データでの提供をお願い致しま
　す。
　頂いた写真の中で、実際に何らかの印刷物などに使用させていただく場合は、改
　めて事務局より使用許可の確認の連絡をさせて頂きます。
　ご協力のほど、よろしくお願い致します。

・調査地点は、出来るだけ１年間同じ場所で調査をお願い します。

・調査したときの感想、疑問、意見などがあれば、調査票 に書いてください。

不明な点や質問などがございましたら、

WAQU2調査隊事務局まで、お問い合わせ下さい。

※本マニュアル作成にあたり、WAQU2調査隊員のみなさまから送って頂いた写真を使用させて
　頂きました。ご協力ありがとうございました。

WAQU
２
調査隊事務局

〒540-0008　大阪市中央区大手前1-2-15 　大手前センタービル 4階

公益財団法人　琵琶湖・淀川水質保全機構

TEL：06-6920-3035
FAX：06-6920-3036
E-mail： waquwaqu@byq.or.jp
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WAQU2調査隊について

はじめに

WAQU2調査隊は、平成16年より『身近な川への関心が薄れてきている中、

昔のように川と親しむきっかけをつくることで、水環境を考え直す機会をつく

る』という目的で実施し、平成21年までは まず、きっかけの一つとして自分

たちでパックテストによる水質調査を行ってもらい、身近な川の状況に興味を

持ってもらいました。 

　平成22年2月からは身近な川が、パックテストによる水質の善し悪しだけで

なく、遊んだり泳いだりするのに適した川なのかどうかを診るために、新たな

水質指標に加えて、水質調査を行ってもらいたいと思っております。 

　本マニュアルでは、今回より調査を開始する下記の項目について説明させて

いただきます。

今後のWAQU2調査隊の流れ

身近な川の現状をお互いに分かりあえるようするため、身近な川が今どんな

川なのか表現できるようにしたい。

(1) 水質(安全性)　(2)川原や川底(近接性)　(3)生き物(自然の恩恵)

で表現しよう。

2010年からの
新しい調査では

(1)水質に関する調査項目 (2)川原や川底に関する調査項目

①パックテスト（COD）

②　　〃　　　（アンモニウム態窒素）

③　　〃　　　（硝酸態窒素）

④　　〃　　　（りん酸態りん）

⑤水の濁りや臭い

①川原の観察

②川の水深

③水中の川底の観察

※2010年より、パックテストの亜硝酸態窒素の調査は中止になり、川の状況調査の調査-(1)⑤・(2)①②③の調査を
　開始致しました。
※本マニュアルでは、調査票にあわせた番号を用いています。なお、(3)生き物についての調査方法は現在検討中です。







〔ポイント！！〕
・チューブをつぶしたまま、空気を抜いた穴を下にして、専
用カップの底の空間部分に押し付けるようにしながら手の力
を抜きます。カップ内の水を全部吸い込んでください。

川の状況調査方法【(2)川原や川底に関する調査項目】 川の状況調査方法【(1)水質に関する調査事項】

①採水した水の温度（水温）を測ります。

水温によって反応時間が変ってくる項目がある
ので、パックテストをする前に、必ず水温を測
ってください。

②スポイトで専用カップの目盛りまで水を入れます。

③パックテストのチューブ先端のラインを抜き取ります。

※ラインを抜き取った後、本体の先端は、出来るだけさわ
　らない（汚さない）こと

④パックテストのチューブの空気を抜き、試水を全て吸い
　上げます。

ケースにラインが付いています

⑤反応時間の測定開始

チューブを軽く４～５回振ったら、すぐに標準色の上に置い
て反応時間を待ちます。
※チューブ内の試薬が、多少溶け残っても大丈夫！！

各項目によって反応時間及び標準色見本が違いますので、次のページで
確認をして下さい。

「パックテスト」を用いて、採水した水の水質を測ります
「パックテスト」での調査は、現地（調査場所）でも水を持ち帰り自宅にて調査して頂いても結構です。

※調査地点一箇所につき、スポイトと専用カップは配布
　していません。複数地点を調査する隊員は、地点ごと
　に新しい専用カップとスポイトを使ってください。
※専用カップとスポイトは、一年間使用するので、調査
終了後水道水で洗い、次回の調査まで保管して下さい。

③水中の川底の観察③水中の川底の観察

b）川原のようす

調査票

選択肢

□大きな石がたくさんある □小石がたくさんある □砂が多くたまっている

例） 例） 例）

□泥がたくさんたまっている □コンクリートでおおわれて
　いるか、ブロックがある

□その他（　　　　）

例） 例）

（　　　　）には、５つの選択肢
にはない状態とき
（　　　）の中には、状態の様
子を記述して下さい。
例）
水草が生えている　等

【調べ方】

採水点にたち、水中の川底がどのような状態かを調べます。
状態の詳細は、以下の選択肢から２つ選んでください。
※なお、川の中に入って調べるのは危険を伴う場合があるので、無理をして川の中に入
　らないで下さい。
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